
●第11回通常総代会開催
●収入保険
　収入保険制度の改正が行われました

●水稲共済
　被害申告の受付開始

●死亡廃用共済
　スマホ等画像を活用した
　損害確認について

●園芸施設共済
　台風に負けない補償でみなさんの
　営農をサポート！

NOSAIのマスコット　ノーサイくん

山口県農業共済組合

旬の野菜クッキング
白オクラ
山口県長門市で主に栽培されている「白オクラ」。普通のオクラよりも粘りが強く、
色が淡緑色で柔らかいのが特徴です。アクが少なく、生のままサラダや和え物に
しても美味しく食べることができます。7月上旬頃から10月中旬頃まで収穫され
ます。

かんたんでおいしい

東部支所
（岩国市、光市、柳井市、周防大島町、和木町、上関町、
田布施町、平生町、周南市、下松市エリア）
住所：岩国市周東町下久原484番地３
電話：0827-84-0041 FAX：0827-84-0053
北部支所
（山口市（阿東）、萩市、阿武町エリア）
住所：萩市大字高佐下1982番地65
電話： 08388-8-5050 FAX：08388-８-5051

中部支所
（山口市、宇部市、山陽小野田市、防府市エリア）
住所：山口市小郡長谷一丁目３番３号
電話：083-972-2340 FAX：083-972-3944
西部支所
（下関市、長門市、美祢市エリア）
住所：下関市豊田町大字矢田271番地７
電話：083-250-6208
FAX：083-250-6209

本所
住所：山口市小郡長谷一丁目３番３号
電話：083-972-7500 FAX：083-972-1811

NOSAI山口
ホームページ

オクラの淡い緑と豆腐の白がさわやか
白オクラの豆腐和え

材料（２人分）
絹ごし豆腐..................... 1/3 丁
白オクラ.........1 袋（８本程度）
大葉......................................2 枚

ごま油.......... 大さじ 2
塩..........................少々
しょうゆ..............少々

白オクラ...............1 袋（８本程度）
しょうゆ............................小さじ 2

みりん...小さじ 2
白ごま..........適量

材料（２人分）
豚肩ロースしゃぶしゃぶ用.................................80～100g

①豆腐を水切りして、食べやすい大きさに切ります。
②板ずりして産毛を落とした白オクラを1分茹でて、食べや
すく切ります。
③ごま油、塩、しょうゆを混ぜ合わせます。
④豆腐と白オクラを入れて、混ぜ合わせます。
⑤刻んだ大葉を合わせて完成。
※白ごまをかけると香ばしさが加わるのでおすすめです。

作り方

夏でも食欲をそそる一品
白オクラの豚肉巻き

①白オクラはガクを取り、板ずりして産毛を落とします。
②白オクラを豚肉で巻きます。
③フライパンに油を入れて中火で熱し、豚肉で巻いた白オク
ラを並べます。
④全体に焼き色をつけます。
⑤しょうゆ、みりんを加え、味をからめるように焼きます。
⑥お皿に盛りつけて、白ごまを散らしたら完成。

作り方

表紙の撮影協力
長門市日置
中野 茂樹さん

令和６年７月発行

農の力を未来へつなぐ

山口県農業共済組合

令和６年（2024年）
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第
11
回
通
常
総
代
会
開
催

令
和
6
年
6
月
20
日
、
第
11
回
通
常
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

総
代
総
数
１
９
８
人
中
、
本
人
出
席
44
人
、
書

面
出
席
1
4
1
人
、
合
計
１
８
５
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

議
長
に
は
長
門
市
の
大
村
康
彦
総
代
が
選
任
さ

れ
、
提
出
し
た
８
号
議
案
お
よ
び
付
帯
決
議
が
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

●
第
１
号
議
案　

�

令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分（
案
）、

不
足
金
処
理（
案
）の
承
認
の
件

●
第
２
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
役
員
報
酬
の
支
給
額
並
び
に
支
給

方
法
の
承
認
の
件

●
第
３
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
損
害
評
価
会
委
員
、
調
整
評
価
員
、

共
済
部
長
、
女
性
部
会
委
員
及
び
顧
問
弁
護
士

の
報
酬
支
給
額
並
び
に
支
給
方
法
の
承
認
の
件

●
第
４
号
議
案　

�

農
作
物
共
済
勘
定
特
別
積
立
金
取
崩
し
額
の
承

認
の
件（
損
害
防
止
委
託
に
係
る
取
崩
し
）

●
第
５
号
議
案	　

�
借
入
金
最
高
限
度
額
、
借
入
条
件
及
び
償
還
方

法
の
承
認
の
件

●
第
６
号
議
案	　

�

余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の
承
認
の
件

●
第
７
号
議
案	　

�

令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
設
定
並
び
に
事
務
費

賦
課
額
、
賦
課
方
法
の
承
認
の
件

●
第
８
号
議
案　

�

定
款
の
一
部
変
更
の
承
認
の
件

●
付
帯
決
議

　

周
南
市　
山
田　
均

山
口
市　
古
屋　
元
明

萩　
市　
猪
亦　
修
生

下
関
市　
安
冨　
伸
一

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

令
和
５
年
度

山
口
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

  

農
業
共
済
功
績
者

（代表で受賞された猪亦さん）（代表で受賞された猪亦さん）
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令和５年度事業報告と決算報告

昨
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
継
続
、
緊
迫
化
す
る
中
東
情
勢
や
円

安
に
よ
る
燃
油
、
肥
料
、
飼
料
等
の
価
格
高

騰
に
よ
り
農
業
収
入
の
減
少
が
あ
り
ま
し

た
。さ
ら
に
、局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
台
風
、

記
録
的
な
高
温
な
ど
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
、
農
業
経
営
を
取
り
巻
く
状
況
は
大

変
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
６
月
30
日
か
ら
の
大
雨
に

よ
り
土
砂
流
入
等
に
よ
る
災
害
お
よ
び
家

屋
や
農
業
機
械
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
組

合
で
は
共
済
金
の
前
払
い
を
行
う
な
ど
早

期
支
払
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
水
害
に
よ
り
山
口
市
と
美

祢
市
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
家
畜
共
済
お
よ
び
園
芸
施
設
共
済

に
お
い
て
共
済
掛
金
等
の
払
込
期
限
の
延

長
措
置
を
行
い
、
そ
の
他
に
も
収
入
保
険
の

つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付
等
、
迅
速
な
対
応
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

●収益と費用の状況 （令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）

《収益》

《費用》

掛金・交付金
838,437,303円

その他の事業収入
475,011,318円

受取補助金
466,212,885円

賦課金51,428,842円
その他業務収入130,348,381円診療収入192,921,151円

保険金24,167,182円

保険料
130,341,196円

その他事業支出
358,514,356円

家畜診療所運営費
270,885,512円

当期剰余金
71,320,471円

支払共済金
520,924,017円

組合運営費
826,541,510円

●事業報告
共済種類 引受実績 共済金額（千円） 支払共済金（円）

農 作 物 （ 水 稲 ・ 麦 ） 9,210ha 6,650,382 45,784,207

家 畜 （ 死 廃 ・ 病 傷 ） 68,173頭 8,754,501 288,360,045

果 樹（うんしゅうみかん・なし） 18ha 30,514 100,300

畑 作 物 （ 大 豆 ） 58ha 9,645 1,156,416

園 芸 施 設 2,987棟 3,222,572 6,644,496

建 物 34,398棟 361,940,470 74,428,100

農 機 具 8,629台 18,344,720 104,265,278

保 管 中 農 産 物 補 償 共 済 － － －

合 計 － 398,952,804 520,738,842
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令和６年度組合実施方策

今
後
も
常
態
化
す
る
自
然
災
害
に
加

え
、
世
界
的
な
燃
油
・
肥
料
・
飼
料
の

価
格
高
騰
な
ど
に
よ
り
生
産
経
費
が
増

大
し
て
い
る
中
、
農
業
経
営
を
安
定
的

に
維
持
す
る
た
め
に
、
農
業
保
険
は
農

業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

基
幹
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ま

す
ま
す
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

収
入
保
険
制
度
及
び
農
業
共
済
制
度

が
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
農
業

者
が
予
期
せ
ぬ
災
害
や
リ
ス
ク
に
備
え

る
た
め
に
も
、
丁
寧
な
説
明
で
内
容
を

周
知
し
、
収
入
保
険
と
農
業
共
済
の
一

層
の
加
入
推
進
に
努
め
る
こ
と
が
不
可

欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
で
は
、
総
合
性
・

地
域
性
を
踏
ま
え
た
加
入
推
進
、
人
材

育
成
と
役
職
員
の
資
質
向
上
、
事
業
運

営
基
盤
の
強
化
、
広
報
・
広
聴
活
動
の

強
化
を
柱
と
し
た『「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

サ
ポ
ー
ト
運
動
』が
２
年
目
と
な
り
ま

す
。
本
県
で
も「
安
心
を
す
べ
て
の
農

家
に
届
け
よ
う
」を
合
言
葉
に
、
農
業

経
営
安
定
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
、
国
の
農
業
災
害
対
策
の
基

幹
と
し
て
の
役
割
を
万
全
に
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

●事業計画

●業務収支予算 ●診療所収支予算

共済目的 引受計画 共済金額（千円）
農 作 物 （ 水 稲 ・ 麦 ） 8,504ha 5,918,889
家 畜 （ 死 廃 ・ 病 傷 ） 66,971頭 8,632,994
果 樹 （ うんしゅうみかん・なし ） 17ha 30,396
畑 作 物 （ 大 豆 ） 52ha 8,652
園 芸 施 設 3,200棟 3,360,808
建 物 34,576棟 363,787,540
農 機 具 8,665台 18,429,750
保 管 中 農 産 物 補 償 共 済 2口 2,000
合 計 － 400,171,029

受取補助金 474,231人件費 536,052

《支出》 《収入》
合計

839,568
（単位：千円）

前年度繰越金 9,958

賦課金 49,911

受託収入
49,815
受取利息
41,785

事業勘定受入
190,737

事務費
32,429
業務費
60,119
普及推進費
16,633
施設費 54,300
損害評価費 21,488

その他の支出 105,184
損害防止費 13,363 その他の収入 23,131

《支出》 《収入》
合計

279,662
（単位：千円）

診療収入 188,187診療人件費 182,783

一般旅費
1,608

診療所
維持費
15,112
往診費 8,790

医療品消耗費
52,171

その他の支出 19,198
業務勘定受入
4,199

診療所受取補助金
87,276
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収入
保険課

収
入
保
険

制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
で
は
、前
年
の
保
険
期
間
の
気
象
災
害
に
よ
っ
て
、

翌
年
の
保
険
期
間
に
作
付
け
予
定
の
農
産
物
が
作
付
け
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

今
ま
で
は
補
償
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
の
発
生
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
補
償
対
象
と
す
る
制
度
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
事
業
年
度
4
月
か
ら
3
月
の
法
人
が
、
農
閑
期
に
気
象
災
害

を
受
け
た
こ
と
で
、
翌
年
の
保
険
期
間
に
作
付
け
を
予
定
し
て
い
る
農
産

物
等
が
作
付
け
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
保
険
期

間
開
始
前
の
事
故
の
た
め
補
償
対
象
外
で
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
保
険
期
間
開
始
前
の
気
象
災
害
に
よ
っ
て
翌

年
の
保
険
期
間
に
作
付
け
で
き
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
収
入
減
少
は
補
償

の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
下
図
イ
メ
ー
ジ
）

補
償
を
受
け
る
た
め
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。　

❶
気
象
災
害
に
よ
り
、
農
地
・
農
業
用
施
設
等
ま
た
は
住
居
が
損

壊
し
、
復
旧
に
努
め
た
が
災
害
発
生
か
ら
１
年
以
内
に
作
付
け

が
で
き
な
い
こ
と

❷
被
災
時
に
継
続
加
入
の
意
思
表
示

　
（
自
動
継
続
特
約
の
付
帯
が
お
す
す
め
で
す
）

❸
保
険
期
間
開
始
前
に
作
付
け
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
農
産
物

の
申
し
出

そ
の
他
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
支
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

被災年の保険期間
被災年の翌年の保険期間

作付期

翌年は田んぼ整備が間に
合わないので、作付けが
できない！

翌年も収入保険継続加入の意思表示

収穫期
収穫後に
被災

被災により作付けができず
収入減少

制度改正により補償対象へ

（イメージ）

気
象
災
害
の
補
償
範
囲
が
拡
充

令
和
7
年
か
ら
の
収
入
保
険
新
規
加
入
者
の
受

け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
予
想
だ
に
し
な
い
災
害
が
起
こ
る
中
で
、

万
が
一
の
備
え
と
し
て
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
検

討
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

収
入
保
険
は
、
青
色
申
告
の
実
績
が
1
年
以
上

あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

新
規
加
入
者
受
付
中

加
入
期
間
中
に
、
次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

加
入
者
の
皆
様
へ

■
事
故
発
生
の
通
知

農
業
収
入
金
額
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る

事
由
が
生
じ
た
場
合

● 

災
害
に
よ
る
減
収

● 

市
場
・
価
格
の
低
下

● 

ケ
ガ
・
病
気
な
ど

■
営
農
計
画
の
変
更

予
定
し
て
い
た
作
物
の
変
更
や
面
積
を

拡
大
縮
小
し
た
場
合
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水
稲
共
済

被
害
申
告
の
受
付
開
始

収穫
共済課水

稲
共
済
加
入
の
組
合
員
（
農
家
）
さ
ん
は
、
自

然
災
害
（
風
水
害
や
干
害
な
ど
）
や
病
虫
害
、
鳥
獣

害
な
ど
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
収
穫
前
ま

で
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

刈
取
後
の
被
害
申
告
は
、
被
害
程
度
の
把
握
が
で

き
な
い
た
め
、
損
害
評
価
が
で
き
ま
せ
ん（
共
済
金

を
お
支
払
で
き
ま
せ
ん
）。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
設
け
た
受
付
方
法（
会
場
受
付
・

電
話
受
付
）で
受
付
致
し
ま
す
の
で
、
下
記
の
損
害

評
価
書
兼
野
帳
（
控
え
）
に
被
害
状
況
を
整
理
し
、

受
付
日
や
評
価
日
を
確
認
し
て
申
告
願
い
ま
す
。

被
害
申
告
後
、
収
穫
ま
で
の
間
に
損
害
評
価
を
行

い
ま
す
。

損
害
評
価
は
、
減
収
量
を
算
出
す
る
た
め
の
収
量

調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
お
支
払
い
す
る
共
済
金

を
決
め
る
基
礎
と
な
り
ま
す
。

減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず
収
穫
前
に
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
自
主
申
告

損害評価書兼野帳（控え）の整理

被害申告の流れ

　「損害評価のお知らせ」と一緒に「野帳（控え）」を配付しています。
太枠の中に被害状況の整理をお願いします。

　野帳に被害状況を整理後、受付日にNOSAIに被害を申告します。
　申告を受付後、収穫予定日の前の一番近い評価日にあわせて損害評
価を行います。

※�地区ごとに曜日を設定していますので、お届けする「損害評価の
お知らせ」をご確認ください。

日
1
月
2
火
3
水
4
木
5
金
6
土
7
日
8
月
9

NOSAI
受付日

NOSAI
評価日

組合員（農家）
収穫予定日
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【共済事故】により減収が見込まれる場合は、必ず被害申告を行ってください。被害申告（会場受
付や電話受付）がなければ評価を行うことができません。

（※【共済事故】とは、気象上の原因による自然災害、火災、病虫害及び鳥獣害等）

　
　

 

高
温
障
害
に
つ
い
て

昨
年
の
記
録
的
な
高
温
に
よ
っ
て
北
陸
地
方
や

日
本
海
側
の
多
く
の
地
域
で
、
農
家
が
収
穫
し
た

お
米
が
、
白
く
濁
っ
た
未
熟
粒
に
な
る
な
ど
等
級

の
低
下
が
多
発
し
ま
し
た
。

水
稲
は
、
出
穂
期
以
降
の
温
度
が
20
日
間
程
度

高
温
で
推
移
す
る
と
、
乳
白
米
等
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

水
稲
共
済
（
品
質
方
式
以
外
）
は
収
量
の
補
償

で
す
が
、
乳
白
米
等
が
広
範
囲
に
、
し
か
も
大
量

に
発
生
し
規
格
外
米
が
多
発
し
た
場
合
に
は
、
特

例
的
に
国
の
認
可
を
受
け
て
被
害
の
対
象
と
し
て

取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
被
害
申
告
を
さ
れ
特
例
的
措
置
が
発
動

さ
れ
た
場
合
で
も
、
必
ず
し
も
共
済
金
の
支
払
対

象
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
米
の
品
質
低
下
ま
で
補
償
対
象
と
な
る
品
質

方
式
や
農
産
物
の
販
売
収
入
の
減
少
を
補
償
対
象

と
す
る
収
入
保
険
の
ご
加
入
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

効
果
的
な
対
策
と
し
て
水
の
入
れ
替
え

や
夜
間
の
か
け
流
し
な
ど
で
地
温
を
下
げ
、

高
温
障
害
の
軽
減
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

軽
減
対
策

被害申告の流れ

2 NOSAI から立札を受け
取り、圃場の入り口に
立てておいてください。

収穫されるまでに
評価を受けなければ
共済金支払対象と
なりません。

組合員

NOSAI

1 お手元の『損害通知書
兼野帳（控え）』を持参
してください。（受付が
スムーズにできます）

3 被害申告があったほ場
の見込収穫量の収量調
査（検見）・抜取調査（坪
刈り）を行います。

被害の
申告

9/10
8/15

 ◯
猪

50
240

9/10
6/10

 ◯
土砂流入

50
240

10/1
9/1 

◯
倒伏

30
380

9/20
8/25

◯
いもち病

20
400

注意

山口

山口

    やまぐち  第37号6



山口

死
亡
廃
用
共
済

ス
マ
ホ
等
画
像
を
活
用
し
た
損
害
確
認
に
つ
い
て

家畜課

加
入
者
の
方
が
、

画
像
（
ス
マ
ホ
等

で
死
亡
牛
等
を
撮

影
）
を
当
組
合
診

療
所
メ
ー
ル
に
送

信
し
て
損
害
確
認

を
希
望
さ
れ
た
場

合
、
賦
課
金
を
１

割
引
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各

支
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

画像を活用した事故確認の流れ

※画像による
損害発生通知

職員による
※画像確認

山口

組合員 家畜
診療所

＊画像による事故確認は、撮影場所や提供
いただきたい要件があります。

従来の流れ

電話等による
死亡の損害発生通知

職員による現地確認

山口

組合員 家畜
診療所
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診療受付時間についてのお願い
　
現
在
、
県
内
４
か
所
に
家
畜
診
療
所
を
設
置
し
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
大
切
な
家
畜
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
獣
医
師

が
家
畜
診
療
業
務
を
は
じ
め
損
害
防
止
や
巡
回
指
導
、
そ
の

他
予
防
業
務
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
限
ら
れ
た
人
数
で
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
診
療
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
９
時
30
分
ま
で
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
土
・
日
・
祝
日
は
急
患
対
応
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

・
繁
殖
障
害
な
ど
の
緊
急
性
の
低
い
疾
病
に
つ
い
て
の
診
療

依
頼
は
平
日
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
最
寄
り
の
家
畜
診
療
所

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

中部地区家畜診療所
083-972-3310

西部地区家畜診療所
083-782-1795 北部地区家畜診療所

08388-6-0005

東部地区家畜診療所
0827-84-4950

☎ ☎

☎ ☎

令
和
６
年
４
月
か
ら
２
名
の
獣
医
師
が
入
職
し
ま
し
た
。
新
入
職
員
研
修（
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）、
診
療
技
術

の
研
修
を
受
け
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
縫
合
研
修
の
様
子
と
と

も
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

獣
医
師
紹
介

NOSAIに入ってから先輩
方や農家の方々に様々なこ
とを教えてもらいながら成
長を実感する毎日です。農
家の方々とのコミュニケー
ションを大切にしながら一
日でも早く畜産業の役に立
てるように頑張ります！

好きな
食べ物

枝豆
明太子
すきやき

毎日、先輩獣医師と農家
さんに支えていただきなが
ら仕事に励んでいます。明
るく元気に目の前のことを
ひとつひとつ丁寧に取り組
んでいきます。

好きな
食べ物 チョコレート

西部地区家畜診療所
香川 航輝

中部地区家畜診療所
壹岐 眞帆
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備えて安心の ３ 項目
1 充実した園芸施設共済に加入して安心！

2 収入保険で施設内農作物も安心！

3 事前点検で安心！

古いハウスなので
被災しても共済金だけ
では復旧できない…

復旧費用特約と付保割合追加特約を
付帯することで古いハウスでも
新築時の資産価値まで補償します

園芸施設共済 収入保険と の併用で

小さな被害ですんだが
共済金はもらえるのか…

１万円特約を付帯することで
１万円以上の被害から

補償します

□ ハウス周辺から飛来が予想されるものを片付けましたか？
□ 被覆材のたるみや破れはありませんか？
□ 換気部（サイド部、谷部）、被覆材の隙間等の風の吹き込み口となる箇所は
ありませんか？

□ ハウスバンド、被覆材の留め金具に緩みはありませんか？
□ ブレースや筋かいの留め具に緩みはありませんか？
□ 準備していた斜材を設置するなど応急的な補強はしましたか？
□ ハウスの出入り口の補強（かんぬき等）や戸締まりはしましたか？

ハウスも
内作物も
万全補償

特約は棟ごとの付帯が可能です

契約内容の見直し、試算等お気軽にNOSAI職員へお問い合わせください

資産
共済課

園
芸
施
設
共
済

台
風
に
負
け
な
い
補
償
で
み
な
さ
ん
の
営
農
を
サ
ポ
ー
ト
！

近
年
大
き
な
台

風
の
直
撃
を
免
れ

て
い
る
山
口
県
で
す

が
、
過
去
の
ど
の

年
を
と
っ
て
み
て
も

「
風
」
が
農
業
用
ハ

ウ
ス
の
天
敵
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

農
業
用
ハ
ウ
ス
を

風
害
か
ら
守
る
た
め
、

園
芸
施
設
共
済
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

納
得
＆
充
実
補
償
で

新
規
加
入
者
○増

全
国
各
地
で
発
生
す
る
予

測
不
能
の
自
然
災
害
。
少
し

で
も
営
農
の
不
安
を
減
ら
せ

る
よ
う
園
芸
施
設
共
済
は
制

度
改
正
を
重
ね
、
よ
り
農
家

の
皆
様
に
寄
り
添
う
共
済
に

な
り
ま
し
た
。

園芸施設共済加入者の
直近５年の罹災原因

風害
雪害
その他

91%

7% 2%

風害
No.1

山口県では
直近５年で
502戸
新規加入!!
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
の
お
知
ら
せ

加
入
申
込
な
ど
の
手
続
き
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
申
請
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
申

請
の
手
続
き
は
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
に
は
、gBizID

の
取
得
、
取
得

し
たgBizID

で
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

申
込
手
続
き
が
必
要
で
す
。

〇�

収
入
保
険
と
農
業
共
済
：
農
作
物
・
畑
作
物
・
家
畜
・

果
樹
・
園
芸
が
申
請
可
能
で
す
。
共
済
ご
と
に
申
込
期

限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

〇�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
の
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
と
、

割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

収
入
保
険
：
新
規
加
入
者
４
５
０
０
円
割
引

      　

        

継
続
加
入
者
２
２
０
０
円
割
引

　

農
業
共
済
：
賦
課
金
を
１
割
引

　

  �

令
和
６
年
１
月
よ
り
、
現
金
で
の
掛
金
納
入
等

が
原
則
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
現
金
取
り
扱
い
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
共

済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て
、
現
金
集
金
は
原
則
廃

止
と
し
、
口
座
振
替
・
Ｊ
Ａ
振
込
・
コ
ン
ビ
ニ
振
込

で
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

  

農
作
業
安
全
運
動
に
つ
い
て

夏
に
向
け
て
、
農
作
業
中
に
熱

中
症
に
な
る
人
が
増
え
て
き
ま
す
。

熱
中
症
は
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
、
適
切
に
予
防
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

お 知 ら せ

農
業
共
済
新
聞
は
、
農
家
を
対
象
と
し

た
営
農
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
〝
農
業
総

合
情
報
紙
〟で
す
。

・
月
４
回
、
毎
週
水
曜
日
発
行

・
年
間
購
読
料  

５
，５
２
０
円（
送
料
込
）

「
2
か
月
間
無
料
」
の

試
し
読
み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
中
!!

「
農
家
に
学
び
、

�

農
家
に
返
す
」

農
業
共
済
新
聞

（第3種郵便物認可） ２０２２年（令和４年）１０月１９日 ２０２２年１０月３週号 ８総 合中 国

鳥取支局
鳥取県農業共済組合

℡ 0858－ ３７ － 5631

島根支局
島根県農業共済組合
℡ 0853－２２－1478

岡山支局
岡山県農業共済組合
℡ 086－ 277－ 5531

広島支局
広島県農業共済組合
℡ 082－ 262－ 4711

山口支局
山口県農業共済組合
℡ 083－ 972－ 7500

問い合わせ先

収入保険の情報は
ＮＯＳＡＩ全国連
公式サイトへ

Ｉ
職
員
に
現
地
に
何
度
も
来
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

収
入
保
険
は
税
務
申
告
の
書
類

を
提
出
す
れ
ば
保
険
金
が
計
算

さ
れ
、
支
払
い
が
早
い
の
で
助

か
り
ま
す
。

　
実
際
に
保
険
金
を
も
ら
っ
た

と
き
は
「
こ
ん
な
に
も
ら
え

た
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
妻

は
「
収
入
保
険
に
と
て
も
救
わ

れ
た
。
加
入
し
て
い
る
こ
と
で

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
順
調
に
栽
培
で
き
て

い
ま
す
。
収
入
保
険
に
加
入
し

な
が
ら
、
こ
の
調
子
で
頑
張
り

ま
す
。

　
▽
水
稲
２
４
４
㌃
、
ナ
シ
６０

㌃　
　
（
広
島
支
局
・
小
林
直
）

収
入
金
額
の
９
割
補
償
と
理
解

は
し
て
い
ま
し
た
が
、
受
け
取

っ
た
と
き
に
は
「
こ
ん
な
に
補

償
し
て
も
ら
え
る
の
か
」
と
実

感
し
ま
し
た
ね
。

　
今
後
の
経
営
を
ど
う
す
る

か
、
母
か
ら
世
代
交
代
し
た
先

の
こ
と
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

こ
の
地
に
根
差
し
、
喜
ん
で
継

承
し
て
も
ら
え
て
、
持
続
可
能

な
農
業
モ
デ
ル
を
打
ち
立
て
る

の
が
目
標
で
す
。

　
農
業
経
営
を
続
け
て
い
く
上

で
、
収
入
を
安
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
収
入
保
険
は
、
と
て
も

心
強
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
▽
花
木
（
ミ
モ
ザ
、
ギ
ボ
ウ

シ
、
サ
カ
キ
、
ツ
バ
キ
な
ど
）

3０
種
類
＝
１
・
４
㌶

　
　
　
（
山
口
支
局
・
野
村
）

る
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
も
し
コ
ロ
ナ
禍
で
は
な
か

っ
た
ら
実
際
の
収
益
は
現
在
に

比
べ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

気
に
な
り
ま
す
ね
。
燃
油
高
騰

に
関
し
て
は
、
節
約
す
る
こ
と

で
対
策
し
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
は
良
い
制
度
で
す

が
、
農
業
収
入
全
体
で
の
補
償

よ
り
も
作
物
ご
と
で
の
収
入
で

補
償
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
い
い
で
す
ね
。
ま
た
、
真
面

目
に
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
に
恩
恵
が
い
く
よ
う
な
保
険

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
▽
有
限
会
社
会
社
い
わ
み
農

産
代
表
取
締
役
社
長
▽
水
稲
約

２3
㌶
、
ナ
シ
１８
㌃
、
ソ
バ
約
３

㌶　
　
　
（
鳥
取
支
局
・
長
本
）

加
保
険
料
が
新
規
加
入
で
４
５
０
０
円
、

継
続
加
入
で
２
２
０
０
円
割
り
引
き
に
な

り
ま
す
。
申
請
に
は
専
用
の
Ｉ
Ｄ
が
必
要

に
な
る
の
で
、
最
寄
り
の
農
業
共
済
組
合

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。

　
被
害
が
出
る
と
、
果
樹
共
済

の
場
合
は
評
価
員
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

始
ま
っ
て
す
ぐ
に
加
入
を
決
め

ま
し
た
ね
。
今
ま
で
は
価
格
が

下
が
る
と
「
従
業
員
の
給
料
や

資
材
代
金
は
払
え
る
の
か
」
と

胃
が
痛
く
な
る
日
々
で
し
た
。

加
入
し
て
か
ら
は
安
心
感
が
あ

り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
も
「
融

資
が
あ
る
」
と
思
う
と
気
持
ち

よ
く
働
け
ま
す
。

　
所
属
す
る
久
米
南
キ
ュ
ウ
リ

部
会
は
こ
こ
数
年
で
人
数
が
増

え
、
約
５０
人
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
部
会
内
で
収
入
保
険
へ
の

加
入
を
積
極
的
に
勧
め
、
地
域

の
キ
ュ
ウ
リ
農
家
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
▽
キ
ュ
ウ
リ
（
露
地
５０
㌃
、

ハ
ウ
ス
１５
㌃
＝
４
棟
で
２

作
）
、
水
稲
９０
㌃
、
ダ
イ
コ
ン

５０
㌃

　
　
　
（
岡
山
支
局
・
横
部
）

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
減
収
や

規
模
拡
大
を
考
え
た
と
き
に
、

収
入
保
険
が
有
効
だ
と
思
い
加

入
を
決
め
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
盆
前
の
豪
雨
で
排

水
が
間
に
合
わ
ず
、
主
要
作
物

の
キ
ャ
ベ
ツ
の
根
が
傷
み
ま
し

た
。
玉
が
小
さ
く
な
っ
て
、
収

量
は
３
分
の
２
ま
で
下
が
り
ま

し
た
。
資
金
面
で
不
安
が
あ
り

ま
し
た
が
、
保
険
金
の
支
払
い

が
早
く
助
か
り
ま
し
た
。

　
継
続
手
続
き
な
ど
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
申
請
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
に

申
請
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し

た
い
で
す
ね
。

　
▽
キ
ャ
ベ
ツ
２
・
５
㌶
、
タ

マ
ネ
ギ
２５
㌃
、
ニ
ン
ジ
ン
４０
㌃

　
　
　
（
島
根
支
局
・
藤
井
）

ぎ
融
資
と
保
険
金
等
を
受
け
取

る
こ
と
で
、
経
営
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
基
準

計
画
が
見
通
せ
、
来
年
の
資
金

繰
り
が
で
き
安
心
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
燃
油
高
騰
に
よ

し
と
昨
年
の
霜
害
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
梨
園
の
集

客
不
足
で
保
険
金
を
受
け
取
り

中
で
は
、
秀
Ｍ
５
㌔
の
最
高
が

７
千
円
、
最
低
が
５
０
０
円
で

し
た
。
こ
こ
５
年
間
の
収
入

も
、
高
い
年
と
低
い
年
の
差
が

約
１
千
万
円
あ
り
、
収
量
と
品

質
の
水
準
を
保
っ
て
も
、
ど
う

し
よ
う
も
な
い
理
由
で
収
入
が

激
減
す
る
事
実
は
長
年
の
悩
み

の
種
で
し
た
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
収
入
保
険
が

に
努
め
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ

の
収
穫
に
は
波
が
あ
る
の
で
、

タ
マ
ネ
ギ
を
栽
培
す
る
な
ど
、

年
間
通
し
て
安
定
し
た
収
穫
や

収
入
を
得
る
た
め
の
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
水
田
だ
っ
た
土
地

を
利
用
す
る
た
め
、
思
う
よ
う

に
収
穫
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

小
は
、
大
き
な
痛
手
と
な
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
収
入
保
険
の
つ
な

資
材
費
や
農
薬
代
の
支
払
い
が

心
配
で
し
た
。
し
か
し
、
つ
な

ぎ
融
資
と
保
険
金
の
お
か
げ
で

　
収
入
保
険
へ
の
加
入
や
保
険
金
の
請
求

な
ど
の
手
続
き
が
、
２
０
２
２
年
か
ら
農

林
水
産
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
請
す
る
と
、
付

　
１５
年
前
、
退
職
を
機
に
水
稲

と
ナ
シ
の
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
ま
で

は
、
水
稲
共
済
と
果
樹
共
済
に

加
入
し
て
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
職
員
を
通
し
て
収
入
保
険

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
果
樹
と

水
稲
ま
と
め
て
全
体
の
収
入
が

補
償
さ
れ
る
と
い
う
安
心
感
に

魅
力
を
感
じ
て
、
加
入
を
決
め

ま
し
た
。

　
水
稲
は
、
お
と
と
し
に
ウ
ン

カ
の
被
害
、
昨
年
は
水
害
に
遭

い
ま
し
た
。
ナ
シ
は
、
お
と
と

　
キ
ュ
ウ
リ
を
メ
イ
ン
に
栽
培

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
価
格
低

下
で
約
３
０
０
万
円
の
つ
な
ぎ

融
資
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後

は
何
と
か
基
準
収
入
程
度
ま
で

収
入
が
増
え
ま
し
た
が
、
本
当

に
助
か
り
ま
し
た
。

　
キ
ュ
ウ
リ
は
市
場
価
格
の
乱

高
下
が
あ
り
、
非
常
に
不
安
定

で
す
。
私
が
今
ま
で
出
荷
し
た

　
就
農
し
て
６
年
目
に
な
り
、

キ
ャ
ベ
ツ
を
中
心
に
ニ
ン
ジ
ン

や
タ
マ
ネ
ギ
を
、
水
田
だ
っ
た

土
地
を
利
用
す
る
水
田
園
芸
で

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
は
標
高
約
５
０
０
㍍
の

高
地
に
あ
り
、
近
隣
の
産
地
に

比
べ
て
涼
し
い
環
境
を
生
か
し

た
野
菜
の
保
存
方
法
や
省
力
化

　
神
事
に
使
わ
れ
る
サ
カ
キ
や

華
道
で
使
う
花か

卉き

を
両
親
が
栽

培
し
て
き
ま
し
た
。
父
の
亡
き

後
、
５
年
前
に
故
郷
へ
戻
っ
て

経
営
を
受
け
継
ぎ
、
母
（
敦あ

つ

子こ

さ
ん
＝
８２
歳
）
と
２
人
で
花
木

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
昨
今
頻
発
し
て
い
る
自
然
災

害
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
花
卉

類
の
需
要
は
多
様
で
変
動
し
や

す
い
と
い
う
こ
と
が
、
経
営
上

の
大
き
な
リ
ス
ク
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
一
昨
年
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
る
冠
婚
葬
祭
行
事
の
縮

　
い
ま
働
い
て
い
る
会
社
は
高

校
の
恩
師
に
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
は
非
農
家
で
し

た
が
、
岩
美
の
農
業
を
盛
り
上

げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

就
職
を
決
め
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
に
加
入
し
た
き
っ

か
け
は
、
農
業
経
営
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー

で
き
る
と
い
う
点
で
す
。
米
価

の
下
落
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な

ど
も
対
象
に
な
る
こ
と
に
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
。

　
経
営
の
不
安
要
素
と
し
て
、

昨
今
の
物
価
上
昇
で
来
年
度
の

責了 １０月 ３週号 中国 版
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来
年
の
計
画
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せ
る

災
難
続
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で
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救
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た

経
営
継
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に
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強
い
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岡山県久米南町 光
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一
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鳥
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岩
美
町
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芸
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田
市

山
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市

森も
り
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わ
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さ

さ
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安や
す

成な
り

稔と
し

実み

さ
ん（

４７
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（
７０
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（
５９
）

収
入
保
険

私
の
選
択

収
入
保
険

私
の
選
択

収
入
保
険

私
の
選
択

ネ
ッ
ト
申
請
で

付
加
保
険
料
を

割
り
引
き
ま
す

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
口
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
ご
用

件
「
試
し
読
み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
申
込

【
農
業
共
済
新
聞
】」を
選
択
、お
名
前
、

郵
便
番
号
、
ご
住
所
、
お
電
話
番
号

を
入
力
し
申
込
み
し
て
下
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

問い合わせ
フォームは
こちらから

gBizIDを取得
（https://gbiz-id.go.jp）

共通申請サービス
（eMAFF）に

ログイン
（https://e.maff.go.jp）

Ｑ
昨
年
、
カ
メ
ム
シ
等
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
見
た
目
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
収
穫
量
が
減
り
ま
し
た
。
疑
い
が
あ
る

よ
う
だ
っ
た
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡
し
て
も
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
カ
メ
ム
シ
等
の
被
害
が
あ
り
収
穫
量
が

減
る
疑
い
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
速

や
か
に
収
穫
さ
れ
る
前
に
被
害
申
告
し
て
頂
き
、

組
合
が
損
害
評
価
を
行
っ
た
後
、
刈
り
取
り
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｑ
農
機
具
共
済
の
免
責
事
項
、
免
責
割
合

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
一
般
的
な
説
明

が
あ
れ
ば
ほ
し
い
で
す
。

Ａ
事
故
報
告
の
遅
延
、
責
任
期
間
内
の
2

回
目
以
降
の
事
故
、
稼
働
中
の
事
故
、

操
作
不
適
切
や
過
失
に
よ
る
事
故
、
整
備
不
良

に
よ
る
事
故
、
消
耗
部
品
の
事
故
等
に
免
責
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
近
く
の
支
所

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｑ
建
物
共
済
の
再
建
築
価
額
は
坪
あ
た
り

大
体
何
円
程
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

（
火
災
共
済
の
場
合
）

Ａ
標
準
の
再
建
築
価
額
の
坪
単
価
は
住
宅

の
場
合
木
造
約
56
万
円
、
鉄
骨
造
約

65
万
円
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
約
80
万
円
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
倉
庫
や
納
屋
の
場
合
は
木
造
約

29
万
円
、
鉄
骨
造
約
38
万
円
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
約
50
万
円
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

お
近
く
の
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｑ
建
物
共
済
は
、
地
震
保
険
だ
け
の
単
品

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
地
震
災
害
の
み
の
保

険
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
オ
ー

ル
リ
ス
ク
型
の
総
合
共
済
に
加
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
「
い
た
だ

い
た
命
を
大

切
に
」
女
性

が
解
体
処
理

さ
れ
て
い
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
ジ
ビ
エ
を

広
め
て
ほ
し
い
で
す
。�

（
下
関
市　

O
さ
ん
）

●
旬
の
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ　

材
料
も
少
な
く
、

簡
単
に
手
早
く
で
き
る
の
は
い
い
で
す
ね
～　

知
っ
て
い
る
人
が
出
て
い
る
の
は
見
て
い
て
も

楽
し
い
で
す
。�

（
阿
武
町　

O
さ
ん
）

●
60
才
で
退
職
し
、
今
は
小
さ
な
畑
に
い
く
つ

か
の
野
菜
を
育
て
な
が
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
、

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
作
り
は
初
め
て

の
こ
と
で
し
た
が
、
同
じ
野
菜
も
毎
年
初
め
て

の
よ
う
な
出
来
栄
え
で
す
。
そ
れ
で
も
少
し
だ

け
我
が
家
の
食
卓
は
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

�

（
柳
井
市　

S
さ
ん
）

●
今
年
は
雨
が
多
く
農
作
業
が
は
か
ど
り
ま
せ

ん
。�
（
防
府
市　

H
さ
ん
）

●
も
と
田
を
花
壇
に
す
ご
い
で
す
ね　

私
も
果

樹
園
に
し
ま
し
た
が
草
を
刈
る
の
も
大
変
、
桜

や
プ
ラ
ム
の
花
が
咲
き
見
に
来
て
下
さ
る
方
が

あ
り
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。�（
周
南
市　

K
さ
ん
）

●
倉
庫
が
土
砂
災
害
に
遭
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
加
入
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔

し
き
り
で
す
。
皆
さ
ん
も
倉
庫
、
納
屋
に
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
未
加
入
の
方
は
是
非
加
入
し
ま
し
ょ

う
!�

（
宇
部
市　

M
さ
ん
）

●
牛
の
健
康
維
持
の
た
め
削
蹄
の
大
切
さ
を
知

り
ま
し
た
。「
蹄
は
第
2
の
心
臓
！
」

�

（
山
口
市　

H
さ
ん
）

●
95
才
の
父
の
趣
味
は
野
菜
づ
く
り
。
毎
年

「
こ
れ
が
最
後
か
も
…
」
と
言
い
な
が
ら
、
種

や
苗
を
買
い
ま
す
。
4
月
に
急
な
入
院
と
な
り

ま
し
た
が
「
何
か
い
る
も
の
あ
る
?
」
と
聞
け

ば
、「
夏
野
菜
の
苗
を
買
っ
ち
ょ
け
！
」
と
答
え

ま
し
た
。�

（
長
門
市　

S
さ
ん
）

は
が
き
紹
介

は
が
き
紹
介

（農林水産省HPより）

    やまぐち  第37号10



みんな ひろばのみんな ひろばの
東
部
支
所

「
泣
か
す
」
米
と
酒

「
こ
の
苗
が
こ
れ

か
ら
育
っ
て
、
来
年

立
春
に
「
泣
か
す
酒
」

に
な
る
ん
よ
。
自
然

農
法
で
栽
培
し
た
米

を
１
０
０
％
使
用
し

た
お
酒
で
お
い
し
い

け
え
飲
ん
で
み
て
」

と
佐
伯
さ
ん
。

「
安
全
・
安
心
な

食
を
届
け
た
い
」
と

農
薬
や
除
草
剤
を
使

用
せ
ず
マ
ル
チ
を
使

用
し
て
雑
草
の
抑
制
、

昔
な
が
ら
の
農
法
は

ぜ
か
け
で
天
日
干
し

を
す
る
な
ど
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
栽
培
し
「
泣

か
す
米
」
と
し
て
販

売
す
る
。

ま
た
「
泣
か
す
米
」
を
原
料
に
、

地
元
の
酒
造
会
社
と
純
米
酒
「
泣

か
す
酒
」
を
開
発
。
地
区
の
「
中

須
」
と
て
ま
ひ
ま
か
け
て
作
る
「
し

た
た
る
汗
」
を
涙
に
例
え
、
涙
が

出
る
ほ
ど
お
い
し
く
て
「
泣
か
す
」

と
し
て
名
付
け
ら
れ
た
。
毎
年

１
２
０
０
本
限
定
で
発
売
さ
れ
、

数
日
で
完
売
す
る
と
い
う
。

「
今
後
は
、
増
産
し
て
販
路
を
拡

大
し
て
い
き
た
い
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て
そ
の
返

礼
品
に
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
」

と
「
泣
か
す
」
ブ
ラ
ン
ド
の
普
及
に

意
欲
を
見
せ
る
。

中
部
支
所

農
家
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ

次
世
代
へ
つ
な
ぐ

「
農
業
は
、
好
き
な
こ
と
を
や
っ

て
お
金
を
も
ら
え
る
幸
せ
な
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
。
天
候
不
順
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
あ
る
中
で
、�

い
か
に
順
調
に
農
業
を
や
れ
る
か�

を
考
え
る
の
が
面
白
い
」
藤
村
さ
ん�

は
、
１
７
６
７
年
か
ら
続
く
農
家

の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
２
０
２
０

年
に
株
式
会
社
藤
村
農
園
を
設
立
。

従
業
員
３
人
と
パ
ー
ト
20
人
を
雇

用
し
、
露
地
と
施
設
約
10
㌶
で
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
中

心
と
し
た
多
品
目
と
、
タ
マ
ネ
ギ

苗
・
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
を
生
産
す
る
。

従
業
員
に
は
入
社
時
点
で
品
目

ご
と
の
管
理
責
任
者
を
任
せ
る
。

20
年
に
入
社
し
た
大お

お

木ぎ

蛍ほ
た
るさ

ん

（
24
）
は
「
非
農
家
出
身
で
見
る
も

の
す
べ
て
が
新
鮮
で
し
た
。
一
か

ら
教
え
て
も
ら
い
、
新
し
い
品
目

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
も
ら
え

る
環
境
は
恵
ま
れ
て
い
る
し
、
責

任
感
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話

す
。「

将
来
、
従
業
員
が
独
立
し
み

ん
な
で
グ
ル
ー
プ
と
し
て
農
業
を

や
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」

と
先
を
見
据
え
る
。

山口市秋穂二島　株式会社藤村農園

代表取締役　藤村 敏浩さん（54）

右から大木さん、藤村さん、
従業員の石田聡

そ

来
ら

さん（21）。

周南市中須　都濃自然米生産グループ代表の佐伯 伴
とも

章
あき

さん（65）
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みなさまからのみなさまからの
話題がいっぱい！話題がいっぱい！

西
部
支
所

「
ほ
く
ほ
く
」
お
む
す
び

県
内
有
数
の
観
光
地
、
角
島
や
元

乃
隅
神
社
に
ア
ク
セ
ス
が
近
い
「
道

の
駅
北
浦
街
道
ほ
う
ほ
く
」
で
、
お

む
す
び
専
門
店
「
ほ
く
ほ
く
」
を
運

営
し
て
い
る
大
学
生
の
川
野
さ
ん
。

「『
ほ
く
ほ
く
』
は
、
本
格
的
な
起

業
に
向
け
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
第
一

歩
と
考
え
て
い
ま
す
」

川
野
さ
ん
は
、
地
元
の
株
式
会

社
海
耕
舎
が
企
画
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
接
客
業
を
経
験
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
交
流
で
刺
激
を
受
け

た
。
経
営
の
勉
強
の
た
め
に
、
昨
年

３
月
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
お

む
す
び
の
販
売
を
始
め
、
同

年
９
月
か
ら
現
店
舗
で
販
売

す
る
。

県
内
産
に
こ
だ
わ
っ
た
お

む
す
び
の
食
材
は
、
川
野
さ

ん
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

農
作
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
通

じ
て
出
来
た
つ
な
が
り
が
あ

る
農
家
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。

規
格
外
や
傷
が
つ
い
た
野
菜

は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
チ
ッ
プ
ス

な
ど
加
工
品
と
し
て
販
売
す

る
。「

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
農
園

で
は
想
像
す
る
よ
り
も
廃
棄
量
が
多

く
、
捨
て
る
こ
と
は
農
園
の
損
失
に

な
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
わ

り
に
あ
る
『
も
っ
た
い
な
い
』
を
見

つ
け
て
商
品
化
し
て
い
き
た
い
」
と

目
標
を
話
す
。

北
部
支
所

地
元
農
業
の
活
性
化
に
向
け

魅
力
発
信

「
千
石
台
だ
い
こ
ん
」

が
有
名
な
萩
市
む
つ
み

で
ダ
イ
コ
ン
３
・
５
㌶

を
中
心
に
ス
イ
カ
や

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
野

菜
を
栽
培
す
る
光
井
さ

ん
。「

就
農
当
初
は
品
種

の
知
識
も
な
く
、
キ
ャ

ベ
ツ
の
収
穫
期
を
逃
し

て
と
う
立
ち
さ
せ
た
り
、

深
夜
か
ら
朝
に
か
け
て

ダ
イ
コ
ン
の
収
穫
を
し

た
り
と
慣
れ
な
い
農
作

業
に
苦
戦
し
ま
し
た
」

と
７
年
前
を
振
り
返
る
。

地
元
の
農
産
物
や
加
工

品
を
販
売
す
る
「
萩
マ

ル
シ
ェ
」
の
実
行
委
員

を
務
め
、
自
ら
出
店
す

る
。「
お
い
し
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
も
ら
え
た
瞬
間
が
う

れ
し
く
、
お
客
さ
ん
と
の
関
わ
り

や
作
物
の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会

を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
。

「
む
つ
み
に
住
ん
で
農
業
し
て

く
れ
る
人
が
増
え
た
ら
う
れ
し
い
。

通
年
で
従
業
員
を
雇
用
し
経
営
し

て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
に
も
、
安
定
し

た
単
価
で
販
売
で
き
る
作
物
の
栽

培
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」
と
地
元

農
業
の
活
性
化
に
思
い
を
語
る
。

下関市豊北町　川野 亜梨紗さん（22）

萩市むつみ　光井 優
ゆう

さん（35）
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対象：水稲、麦
共済事故による収
穫量の減少を補償。

農作物共済

対象：温州みかん、 
なし、なつみかん
共済事故による収
穫量の減少を補償。

果樹共済

対象：大豆、茶
共済事故による収
穫量の減少を補償。

畑作物共済

対象：特定園芸施
設（本体 + 被覆材）
＊�加えて附帯施設や施設

内農作物も加入が可能

共済事故による被害を
受けたときの補償。園芸施設共済

対象：建物
＊�加えて家具類・農機具

も加入が可能。

共済事故による被
害を受けたときの
補償。建物共済

対象：農機具
トラクターやコン
バイン、田植機な
ど稼働中や格納中
の共済事故による
被害を補償。農機具共済

対象：牛、豚など
家畜が死亡したと
き、ケガや病気で
診療を受けたとき
の補償。

家畜共済

対象：農産物
火災や自然災害、
盗難など保管中の
事故による損害を
補償。保管中農産物

保証共済

対象：農産物
青色申告者が対象。経営努
力では避けられない、自然
災害による収量減少や農産
物の価格低下などによる農
業収入の減少を補償。収入保険

農業保険制度に基づき、主に作物の収量減収や建物、農機具、ハウスなどの
資産への被害を補償する「農業共済」と農業収入の減少を補てんする「収入保険」があります。

NOSAIは、農業経営を守るための農業保険の組織です。

農業
共済

収入
保険

注：�共済事故：風水害、ひょう害、干害、寒害、雪害、暖冬害、凍霜害、冷害、冷湿害、雨害湿潤害、雷害、その他気象上の原因
による災害、地震害、噴火の害、地すべりの害、火災、病害、虫害、鳥害、獣害など

注：各共済、制度によって加入要件や補償内容があります。詳しくはHPまたはお近くの支所へお問い合わせください。 

一般職員 採用予定数 若干名

●	職務の概要
	 農業保険法に基づく業務
	 ・�農作物や農業収入の減収を補償する保険業務
	 ・�事務作業のほか、農家さんと接したり、被害確認で

田畑の作物調査など
●	受験資格
	 ①平成７年４月２日以降に生まれた方
	 ②�学校教育法に基づく高等学校を卒業している方
	 ③�普通自動車運転免許を所有している方
	 　�又は令和７年３月31日までに取得見込みの方
●	応募締切　　令和６年８月26日（月）　消印有効
●		第１次試験　令和６年９月21日（土）

職員募集のお知らせ
令和７年４月採用

詳しくは、ホームページをご確認下さい。

NOSAI
ホームページ

私たちと一緒に働き
ませんか？
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タテのカギ
１． 腸内環境のバランスを整えるため、食事や運動など良い生活習慣を心がける活動。
２． 読み「兎に角」。
３． NOSAIのシンボルマークはみどり〇〇。４つの楕円は緑、土、水、人を表しています。
４． 下関市豊北町にある弥生時代の埋葬跡。土井ヶ浜〇〇〇。
５． 高知の方言「本当に」「実に」の意味。

ヨコのカギ
１． ダイエット中に設ける「何を食べてもいい日」英語ではだます、あざむくという意味。　
山口弁「ちょっと」の日ではありません。

６． 雲が広がって海のように見える自然現象。
７． 刺身のとなりに添えるもの、ダイコンや穂シソ、タデなど。
８． 直毛でない髪質のこと。
９． サルもおだてりゃ〇〇登る。

【問題】アルファベット
を順に並べてください。

A B C D E ヒント
幸せを感じるホルモン物質

運動、日光浴、腸内環境、トリプトファン
を多く含む食べ物を食べる、リラックス
する、深い呼吸をするなどして、この
物質を増やしハッピーを作りましょう！

前回のクイズの答え：オイデマセ
234通、応募いただきました。
たくさんのご応募ありがとうございました。

応募方法
郵便はがき、メールでご応募ください。
締切：2024年９月27日金曜日
※ハガキの場合、当日消印有効
   メール：kikaku@ymgc-nosai.or.jp

当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。
応募はがきにご記入いただいた個人情報は、商品の発送、お便りの紹介のために使用させていただきます。
また、広報の取材活動においてお問合せさせていただく場合がございます。

①NOSAIクイズ!の答え
②郵便番号と住所
③氏名（ふりがな）
④年齢＊　
⑤NOSAIへの質問、ご
意見・ご要望、日々の
出来事などご自由にご
記入ください。

＊年齢については、差し支え
なければご記入ください。

63 7 5 4-0 0 4 2
山
口
市
小
郡
長
谷
一
丁
目
３
番
３
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
口

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ク
イ
ズ
！
」係

1

4

2

C

B

2

4
B

6

E

8

3

7 10

D

8

9

6

C A

D

5

NOSAI
クイズ！

応募フォームは
こちらから朝日電器

ELPA LEDパワーライト　
防浸形IPX7 400ルーメン 
DOP－LSP010
●軽量で手に持っても置いても使
える。作業に便利。
●水に濡れても安心。
●誤操作を防ぐロック機能。
●ホイッスルで居場所を知らせる。
※別途 単３電池が３本必要

正解された方の中から
抽選で8名に

ハンディライトを
プレゼント致します！

防
災
対
策
コ
ラ
ム
①

停
電
対
策
に
は「
電
気
の
機
能
」か

「
電
気
そ
の
も
の
」の
準
備
を

停
電
対
策
に
は
、「
電
気
の
機
能
」

を
代
替
す
る
方
法
と
、「
電
気
そ
の
も

の
」を
準
備
す
る
方
法
の
２
つ
が
あ
り

ま
す
。
小
型
の
L
E
D
ラ
イ
ト
や
ラ
ジ

オ
の
用
意
、
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
コ
ン
ロ
や

食
品
加
熱
剤
の
準
備
な
ど
が
、
電
気
の

機
能
を
代
替
す
る
方
法
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
や
、

夏
の
暑
さ
に
備
え
る
場
合
に
は
電
気

そ
の
も
の
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
、

冬
の
暖
房
は
電
気
以
外
の
選
択
肢
が

豊
富
で
す
が
、
夏
の
冷
房
は
電
気
以
外

の
選
択
肢
が
限
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
小
型
の
扇
風
機
を
モ
バ
イ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
で
動
か
す
他
、
家
電
を

動
か
せ
る
コ
ン
セ
ン
ト
が
搭
載
さ
れ

て
い
る
蓄
電
池「
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
」

を
活
用
す
る
の
も
便
利
で
す
。
令
和
以

降
に
高
機
能
化
・
低
価
格
化
が
進
み
、

防
災
用
途
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

合
同
会
社
ソ
ナ
エ
ル
ワ
ー
ク
ス

備
え
・
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

高
荷
智
也

停電は電気だけでなく、水道
やガス機器を止めることもあ
るため、ライフライン全体の
対策が必要。

ポータブル電源（左）とソー
ラーパネル（右）を組み合わ
せると長期停電時に大変役立
つ。

ポータブル電源はコンセント
出力が、壁と同じ「1500W」
以上のものを選ぶとあらゆる
状況に対応できる。
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●第11回通常総代会開催
●収入保険
　収入保険制度の改正が行われました

●水稲共済
　被害申告の受付開始

●死亡廃用共済
　スマホ等画像を活用した
　損害確認について

●園芸施設共済
　台風に負けない補償でみなさんの
　営農をサポート！

NOSAIのマスコット　ノーサイくん

山口県農業共済組合

旬の野菜クッキング
白オクラ
山口県長門市で主に栽培されている「白オクラ」。普通のオクラよりも粘りが強く、
色が淡緑色で柔らかいのが特徴です。アクが少なく、生のままサラダや和え物に
しても美味しく食べることができます。7月上旬頃から10月中旬頃まで収穫され
ます。

かんたんでおいしい

東部支所
（岩国市、光市、柳井市、周防大島町、和木町、上関町、
田布施町、平生町、周南市、下松市エリア）
住所：岩国市周東町下久原484番地３
電話：0827-84-0041 FAX：0827-84-0053
北部支所
（山口市（阿東）、萩市、阿武町エリア）
住所：萩市大字高佐下1982番地65
電話： 08388-8-5050 FAX：08388-８-5051

中部支所
（山口市、宇部市、山陽小野田市、防府市エリア）
住所：山口市小郡長谷一丁目３番３号
電話：083-972-2340 FAX：083-972-3944
西部支所
（下関市、長門市、美祢市エリア）
住所：下関市豊田町大字矢田271番地７
電話：083-250-6208
FAX：083-250-6209

本所
住所：山口市小郡長谷一丁目３番３号
電話：083-972-7500 FAX：083-972-1811

NOSAI山口
ホームページ

オクラの淡い緑と豆腐の白がさわやか
白オクラの豆腐和え

材料（２人分）
絹ごし豆腐..................... 1/3 丁
白オクラ.........1 袋（８本程度）
大葉......................................2 枚

ごま油.......... 大さじ 2
塩..........................少々
しょうゆ..............少々

白オクラ...............1 袋（８本程度）
しょうゆ............................小さじ 2

みりん...小さじ 2
白ごま..........適量

材料（２人分）
豚肩ロースしゃぶしゃぶ用.................................80～100g

①豆腐を水切りして、食べやすい大きさに切ります。
②板ずりして産毛を落とした白オクラを1分茹でて、食べや
すく切ります。
③ごま油、塩、しょうゆを混ぜ合わせます。
④豆腐と白オクラを入れて、混ぜ合わせます。
⑤刻んだ大葉を合わせて完成。
※白ごまをかけると香ばしさが加わるのでおすすめです。

作り方

夏でも食欲をそそる一品
白オクラの豚肉巻き

①白オクラはガクを取り、板ずりして産毛を落とします。
②白オクラを豚肉で巻きます。
③フライパンに油を入れて中火で熱し、豚肉で巻いた白オク
ラを並べます。
④全体に焼き色をつけます。
⑤しょうゆ、みりんを加え、味をからめるように焼きます。
⑥お皿に盛りつけて、白ごまを散らしたら完成。

作り方

表紙の撮影協力
長門市日置
中野 茂樹さん

令和６年７月発行

農の力を未来へつなぐ
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